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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　３０７番

*交読文　････････････････ 　３１番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１７４番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　３４０番

メッセージ　･･････････････ 栄光の家系の女達 – ルツ２

信仰をもって畑に飛び込め（ルツ記 2:1-3）

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　３０５番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

ハレルヤ。＿＿＿のたましいよ。主をほめたたえよ。＿＿＿は生きているかぎり、

主をほめたたえよう。いのちのあるかぎり、＿＿＿の神に、ほめ歌を歌おう。

君主たちにたよってはならない。救いのない人間の子に。その息が絶えると、そ

の者はおのれの土に帰り、その日のうちに彼のもろもろの計画は滅びうせる。

幸いなことよ。ヤコブの神を助けとし、その神、主に望みを置く＿＿＿は。

主は天と地と海とその中のいっさいを造った方。とこしえまでも真実を守り、しい

たげられる＿＿＿のためにさばきを行ない、飢えた＿＿＿にパンを与える方。主

は捕われ人を解放される。主は盲人の目をあけ、主はかがんでいる＿＿＿を起

こされる。主は正しい者を愛し、主は在留異国人を守り、みなしごとやもめをささ

えられる。しかし主は悪者の道を曲げられる。（詩篇１４６篇）

メッセージ概要

ルツがイスラエルに初入国した時、彼女は、モアブ出身の一介の未亡人で、頼るべき男手も、財産も一切

無い、一緒にいるのは、ただ傷心に沈んでいる、年老いた姑のナオミだけという人生を歩み出すには、あ

まりにも不利な条件が揃いすぎている状況であった。

しかし彼女は、偉大な王・ダビデの曾祖母となり、全世界を祝福へ導くイエスキリストの母として名を連ねた。

私達もルツのように、栄光の家系へと加えて頂く事が、可能である！

たとい当時のルツのように、弱く頼り無くても。いかに、人生を生きるには不利な条件ばかり揃っていても。

ルツ達は、大麦の刈り入れの時期にベツレヘムに着いた。落ち穂拾いが出来るのは、刈り入れた日から一、

二週間ほどの短い期間で、ルツ達は、それが出来るちょうど良い時期に、ベツレヘムに着いた。

困難な状況の中でも、主が与えて下さった、ちょうど良いタイミング。しかしナオミは、落ち穂拾いには行け

なかった。誰かの畑に入って落ち穂を拾わなくてはならないまでに落ちぶれてしまった自分を、昔ながら

の知り合いの前に、晒したくなかったのだろう。しかしルツは、イスラエルの神が定めて下さった「落ち穂拾

い」という憐れみにすがり、取るものも取り敢えず、落ち穂を拾うために、どこかの畑に飛び込んだ。

信仰が萎え果て、何も出来なくなった時でも、信仰によって育てた霊的な娘が助けてくれるのである。

外国人の彼女が、他人の畑に入り、人が取りこぼした落ち穂を拾い集める。それは、どれほど恥をしのぶ

行為だっただろう。それでも彼女は、ただ謙虚に、膝をかがめて、憐れみにすがった。

私達も、「恵み」という 落穂を拾うには、謙虚に膝をつき、低くかがむ事によって、拾う事が出来る。

困った状況に陥った時、「自分は大丈夫だ」「人の憐れみなどいらない」などと、やせ我慢をしてしまうと、

そのプライドが、逆に自分の首を締め、ますますどうにもならない状況へと、追い詰められてしまう。

主の恵みを頂くには、まず「誇り高さ」や「自尊心」は、打ち砕かれていなくてはならない。

主は憐れみ深い。どんなにそしりを受けても、口をちりにつけて主の救いを黙って求めるなら、主はいつま

でも見放してはおられず、豊かな恵みによって憐れんでくださるのだ。（哀歌 3:22-32）

ルツも、ラハブ同様、まず信仰告白によって神の民に加えられるチケットを手に入れた。

パーティーのチケットを手に入れたなら、その会場に実際に行って使わなければ、そのチケットの恩恵に

預かれないように、信仰告白によって手にした「天のパーティーチケット」を「使う」には、恵みが落ちている

畑へと実際に行き、その中に飛び込み、落ち穂拾いをしなければならない。

ルツは思い切って  刈り入れをしている一つの畑に  飛び込んだ  が、「そこはたまたまエリメレクの一族のボア

ズが所有する畑地であった。」(2:3)ルツは、それとは知らずに飛び込んだのだが、単なる偶然ではない。

ルツがこの畑に飛び込んだのも、ダビデがゴリアテに致命傷を負わせる石を放ったのも、一人の兵が悪王

アハブに致命傷を負わせる矢を放ったのも、それら全ては、「何気なく」であったが、主は人や環境、状況

の「何気なく」を支配して御心を行い、信仰を持って第一歩を踏み出す人に、恵みを与えて下さる。

しかし、思い切って畑に飛び込まない者、石を投げない者、弓矢を引かない者には、何も下さらない。

ルツがたまたま飛び込んだボアズの畑は、私達が頼りとした主・イエス様が支配される神の国のようであり、

ボアズは、私達を買い取ってくださるイエス・キリストの雛型である。私達も、それまでの自分中心の生き方

を捨て、イエス様を主とし、神様を中心とした新しい生き方へと飛び込むなら、「選ばれた種族、王族の祭

司、聖なる国民、神の所有とされた民」  (  １ペテロ      2:9)  へ加えられる  のである。

この世の営みは、落ち穂を拾うようなものかもしれない。仕事も、家事も、恥を忍ぶ日々である。

しかし、イエス様を主として、「神の国」にいる限り、  恵みは落穂のように、必ず落ちている  。

いかに不利な条件が揃いすぎている状況であっても、信仰告白によって、天の王国のパーティーチケット

を入手し、信仰によって畑に飛び込んでそのチケットを「使い」、そして、謙虚に恵みをいただく「落穂拾

い」によって、主から豊かな恵みをいただき、地上においては家族をしっかり養い、天を故郷とする栄光の

家系へと加えられる皆さんでありますように！イエス様のお名前によって祝福します！

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

